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　しかも 4月 27 日に李承晩の降伏を勝ちとった後は、革命の混乱した事態の収拾
において、青年学徒だからこそ可能であったろうが、見方によってはやりすぎだと
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21　この過程については、拙稿前掲「ポピュリズム」の行方――韓国小説『糞礼記』を読む」を参
照されたい。



































































30　西川長夫『パリ五月革命私論――転換点としての 68 年』平凡社、2011 年。なお、西川と「私
論」の問題については、拙稿「ボナパルティズム論から私論へ――西川長夫の「国民国家論」
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川、石原などの小説が八つも含まれている 38。では、なぜこれほど日本の小説が売れた
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写真 1　アリラン出版社が刊行した『現代日本代表作家 20 人集』の新聞広告（『東亜日報』1960 年 10
月 14 日）
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